
放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則の一部改正 

及びこれに対する意見募集の実施について 

―放射線測定の信頼性確保の義務化― 
 

令和２年４月 22 日 

原 子 力 規 制 庁 

 

１．経緯及び概要 

国際原子力機関（IAEA）総合規制評価サービスの勧告注1を受け、放射性同位元素等の

規制に関する法律（昭和32年法律第167号。以下「法」という。）における「放射線測

定の信頼性確保」について、令和元年度第50回原子力規制委員会（令和元年12月25日

開催）において以下の方針で改正を進めることとされた。 

（１）外部被ばく線量に係る放射線施設に立ち入る者の測定 

外部被ばく線量の測定について信頼性を確保するため、ISO/IEC 17025 注2に基づ

いて測定を行うこと及び測定について帳簿に記載し、保存することを求める。一時

立入者注3に対しては、測定に用いる放射線測定器について点検及び校正を行うこと、

その点検及び校正に関して帳簿に記載し、保存することを求める。 

（２）内部被ばく線量に係る放射線施設に立ち入る者及び施設等の放射線の測定 

放射線測定器を適切に管理するため、放射線測定器について点検及び校正を一年

ごとに適切に組み合わせて行うこと、その点検及び点検に関して帳簿に記載し、保

存することを求める。 

 （３）許可届出使用者及び許可廃棄業者（以下「許可届出事業者等」という。）からの状

況聴取等 

許可届出事業者等からの状況聴取等を行い、施行時期を概定する。 

 

これらを踏まえ、放射性同位元素等の規則に関する法律施行規則（昭和35年総理府

令第56号。以下「施行規則」という。）の改正案について、以下のとおり意見募集を

進めることとしたい。 

 

２．意見募集の実施 

行政手続法の規定に基づき、以下の改正事項に係る別紙の改正案について意見募集を

実施する。 

（１）法第20条測定に係る施行規則に以下の規定を追加（施行規則第20条関係） 

・外部被ばく線量の測定の信頼性を確保するための措置を講じること。 

                         
注1 勧告内容：「政府は、規制機関に対し、職業被ばくと公衆被ばくのモニタリング及び一般的な環境
モニタリングを行うサービス提供者について許認可又は承認のプロセスの要件を定め、許認可取得

者がそれらの要件を満たしていることを確認する権限を与えるべきである。」（参考資料参照） 
注2 ISO/IEC 17025：国際標準化機構／国際電気標準会議 試験所及び校正機関の能力に関する一般要
求事項（参考資料参照） 
注3 管理区域に一時的に立ち入る者であって放射線業務従事者でないもの 

資料２ 
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・内部被ばく線量及び施設等の放射線の測定に係る放射線測定器について、点検及

び校正を一年ごとに適切に組み合わせて行うこと。 

（２）法第 25 条記帳義務に係る施行規則に以下の規定を追加（施行規則第 24 条関係） 

・放射線測定器の点検及び校正に係る事項及び外部被ばく線量の測定に係る措置に

ついて記帳すること。 

 

３．施行期日 

許可届出事業者等から状況聴取した結果（状況聴取の概要は参考１を参照）を受け、

測定の信頼性確保への対応のために一定の期間を要すること、また外部被ばく線量は年

度の四半期ごとに結果を集計していることを踏まえ、公布後３年を経過した後、直近の

四半期の始期注4から施行する。 

 

４．今後の予定 

・意見募集の実施  令和２年４月２３日から５月２２日までの３０日間 

 ・原子力規制委員会決定 令和２年６月（予定） 

 ・公布           上記委員会後、速やかに行う 

 ・予防規程ガイドの改正 令和２年第３四半期を目途に改正（予定） 

 

５．その他（別紙及び参考資料） 

 別紙   放射線測定の信頼性確保のための放射性同位元素等の規制に関する法律施行

規則の一部を改正する規則案 

 参考１  放射線測定の信頼性確保の義務化に向けての被規制者等の対応状況聴取の概

要 

 参考２  令和元年度第 50 回原子力規制委員会資料５（放射性同位元素等の規制に関

する法律施行規則等の改正の方針－放射線測定の信頼性確保について－） 

 

 

                         
注4 ４．今後の予定にあるとおり、決定について委員会にかける時点で令和２年６月中に公布できるこ

とが確実であれば令和５年７月１日施行となり、令和２年７月以降となる見込みであれば令和５年１０

月１日施行となる。 
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○
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

号

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
線
測
定
の
信
頼
性
確
保
の
た
め
の
放
射
性
同
位
元
素
等
の

規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

放
射
線
測
定
の
信
頼
性
確
保
の
た
め
の
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
案
）

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
、
別
表
に
よ

り
改
正
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
中
の
傍
線
及
び
二
重
傍
線
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し

た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。

二

条
項
番
号
そ
の
他
の
標
記
部
分
（
以
下
単
に
「
標
記
部
分
」
と
い
う
。
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
前
欄
及

別紙
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び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
標
記
部
分
が
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
で
異
な
る
と
き
は
、
改

正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
と
し
て
移
動
す
る
こ
と
。

三

標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
規
定
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
●
年
●
月
●
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

改

正

前

改

正

後

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

管
理
区
域

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め

一

管
理
区
域

外
部
放
射
線
に
係
る
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め

る
線
量
を
超
え
、
空
気
中
の
放
射
性
同
位
元
素
（
放
射
線
発
生
装
置
か
ら

る
線
量
を
超
え
、
空
気
中
の
放
射
性
同
位
元
素
（
放
射
線
発
生
装
置
か
ら

発
生
し
た
放
射
線
に
よ
り
生
じ
た
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
を
含
む

発
生
し
た
放
射
線
に
よ
り
生
じ
た
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
を
含
む

。
以
下
こ
の
号
、
第
四
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
、
第
十
四
条
の
八

。
以
下
こ
の
号
、
第
四
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
、
第
十
四
条
の
八

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
、
第
十

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
、
第
十

四
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
九
第
四
号
ハ
、
第
十
四
条
の

四
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
九
第
四
号
ハ
、
第
十
四
条
の

十
一
、
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
十
号
、
第
十
七
条
第
一
項
第
七

十
一
、
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
十
号
、
第
十
七
条
第
一
項
第
七

号
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
、
第
十
八
条

号
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
、
第
十
八
条

の
三
第
二
項
、
第
十
八
条
の
四
第
八
号
、
第
十
八
条
の
五
、
第
十
八
条
の

の
三
第
二
項
、
第
十
八
条
の
四
第
八
号
、
第
十
八
条
の
五
、
第
十
八
条
の

六
、
第
十
八
条
の
十
一
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
ロ
、
第
十
九
条
第
一
項
（

六
、
第
十
八
条
の
十
一
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
ロ
、
第
十
九
条
第
一
項
（

第
十
三
号
ニ
及
び
第
十
六
号
を
除
く
。
）
、
第
三
項
及
び
第
五
項
第
二
号

第
十
三
号
ニ
及
び
第
十
六
号
を
除
く
。
）
、
第
三
項
及
び
第
五
項
第
二
号

、
第
二
十
条
（
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
を
除
く
。
）
、
第
二
十
一
条
第

、
第
二
十
条
（
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
を
除
く
。
）
、
第
二
十
一
条
第

一
項
第
六
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項

一
項
第
六
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項

、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ツ
、
第
四
号
イ
及
び
第
五
号
、
第
二
十
六

、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
レ
、
第
四
号
イ
及
び
第
五
号
、
第
二
十
六

条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
七
号
ニ
並
び
に
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
九
条

条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
七
号
ニ
並
び
に
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
九
条

第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
九
条
の
四
第
一
号
、
第
二
十
九
条
の
七
並
び
に

第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
九
条
の
四
第
一
号
、
第
二
十
九
条
の
七
並
び
に

第
三
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
濃
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会

第
三
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
濃
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会

が
定
め
る
濃
度
を
超
え
、
又
は
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
る

が
定
め
る
濃
度
を
超
え
、
又
は
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
る

物
の
表
面
の
放
射
性
同
位
元
素
の
密
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る

物
の
表
面
の
放
射
性
同
位
元
素
の
密
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る

密
度
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

密
度
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

［
二
～
十
六

略
］

［
二
～
十
六

同
上
］

（
測
定
）

（
測
定
）

第
二
十
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と

第
二
十
条

［
同
上
］
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こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

［
一
～
四

略
］

［
一
～
四

同
上
］

五

第
二
号
の
測
定
に
用
い
る
放
射
線
測
定
器
に
つ
い
て
は
、
点
検
及
び

［
号
を
加
え
る
。
］

校
正
を
、
一
年
ご
と
に
、
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
。

２

法
第
二
十
条
第
二
項
の
放
射
線
の
量
の
測
定
は
、
外
部
被
ば
く
に
よ
る

２

［
同
上
］

線
量
及
び
内
部
被
ば
く
（
人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
同
位
元
素
か
ら

の
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
線
量
に

つ
い
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

［
一
・
二

略
］

［
一
・
二

同
上
］

三

第
一
号
の
測
定
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と

［
号
を
加
え
る
。
］

。
四

第
二
号
の
測
定
に
用
い
る
放
射
線
測
定
器
に
つ
い
て
は
、
点
検
及
び

［
号
を
加
え
る
。
］

校
正
を
、
一
年
ご
と
に
、
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
。

３

法
第
二
十
条
第
二
項
の
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
測
定

３

法
第
二
十
条
第
二
項
の
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
測
定

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

は
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。
た
だ

し
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場

合
に
は
、
計
算
に
よ
つ
て
こ
の
値
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
を

［
号
を
加
え
る
。
］

用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
計
算
に
よ

つ
て
こ
れ
ら
の
値
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

［
略
］

一

［
同
上
］

三

［
略
］

二

［
同
上
］

四

測
定
に
用
い
る
放
射
線
測
定
器
に
つ
い
て
は
、
点
検
及
び
校
正
を
、

［
号
を
加
え
る
。
］

一
年
ご
と
に
、
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
。

４

［
略
］

４

［
同
上
］

（
放
射
線
障
害
予
防
規
程
）

（
放
射
線
障
害
予
防
規
程
）

第
二
十
一
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
放
射
線
障
害
予
防
規
程

第
二
十
一
条

［
同
上
］

は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

［
一
～
六

略
］

［
一
～
六

同
上
］

七

放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
訓
練
（
次
条
及
び

七

放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
訓
練
（
次
条
及
び
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第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ソ
に
お
い
て
単
に
「
教
育
及
び
訓
練
」
と
い

第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
タ
に
お
い
て
単
に
「
教
育
及
び
訓
練
」
と
い

う
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

う
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

［
八
～
十
八

略
］

［
八
～
十
八

同
上
］

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

（
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
記
帳
）

（
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
記
帳
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

第
二
十
四
条

［
同
上
］

り
許
可
届
出
使
用
者
、
届
出
販
売
業
者
、
届
出
賃
貸
業
者
又
は
許
可
廃
棄

業
者
が
備
え
る
べ
き
帳
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
細
目
は

、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

許
可
届
出
使
用
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

［
同
上
］

［
イ
～
ヨ

略
］

［
イ
～
ヨ

同
上
］

タ

第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
、
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
第
四
号

［
号
の
細
分
を
加
え
る
。
］

の
規
定
に
よ
る
点
検
又
は
校
正
の
年
月
日
、
放
射
線
測
定
器
の
種
類

及
び
型
式
、
方
法
、
結
果
及
び
こ
れ
に
伴
う
措
置
の
内
容
並
び
に
点

検
又
は
校
正
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

レ

第
二
十
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
措
置
の
内
容

［
号
の
細
分
を
加
え
る
。
］

ソ
［
略
］

タ

［
同
上
］

ツ
［
略
］

レ

［
同
上
］

二

［
略
］

二

［
同
上
］

三

許
可
廃
棄
業
者
（
廃
棄
物
埋
設
を
行
う
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は

三

［
同
上
］

、
次
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

［
イ
～
ヘ

略
］

［
イ
～
ヘ

同
上
］

ト

第
一
号
ル
か
ら
ソ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

ト

第
一
号
ル
か
ら
タ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

廃
棄
物
埋
設
を
行
う
許
可
廃
棄
業
者
に
つ
い
て
は
、
次
に
よ
る
も
の

四

［
同
上
］

と
す
る
。

［
イ
～
ホ

略
］

［
イ
～
ホ

同
上
］

へ

第
一
号
ル
か
ら
カ
ま
で
及
び
タ
か
ら
ソ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
た

へ

第
一
号
ル
か
ら
カ
ま
で
及
び
タ
に
掲
げ
る
事
項
（
た
だ
し
、
ル
か

だ
し
、
ル
か
ら
ワ
ま
で
に
あ
つ
て
は
、
埋
設
し
た
埋
設
廃
棄
物
に
係

ら
ワ
ま
で
に
あ
つ
て
は
、
埋
設
し
た
埋
設
廃
棄
物
に
係
る
も
の
を
除

る
も
の
を
除
く
。
）

く
。
）

ト

［
略
］

ト

［
同
上
］
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五

［
略
］

五

［
同
上
］

［
２
・
３

略
］

［
２
・
３

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

※
こ
の
規
則
は
、
令
和
●
年
●
月
●
日
か
ら
施
行
す
る
。
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放射線測定の信頼性確保の義務化に向けての被規制者等の対応状況聴取の概要 

 

１．対応状況聴取の日程 

①令和２年２月４日（火）１０：００～１１：５０ 

  形式：公開会合 

  出席者：公益財団法人日本適合性認定協会（JAB）、個人線量測定機関協議会（個線協）、国立

研究開発法人日本原子力研究開発機構（原子力機構）、日本原子力発電株式会社（日

本原電）、東京電力ホールディングス株式会社（東京電力）、中部電力株式会社（中

部電力）、日本原燃株式会社（日本原燃） 

②令和２年３月２６日（木）１１：００～１１：２０ 

  形式：面談 

  主席者：原子力機構、日本原電、東京電力、中部電力、日本原燃 

 

２．被規制者等の対応状況 

①JAB 

 令和２年３月末までに３社を認定 
 電子式線量計を認定の適用範囲に含めるための指針の改正作業は完了し、４月より同指
針に基づく申請の受付を開始 

 眼の水晶体の線量限度の変更に伴う３ｍｍ線量当量の認定範囲への追加については、２
月末から JAB の技術検討チームにおいて検討を開始し、個線協の要望を踏まえ、令和３

年４月に測定サービスの提供がスタートできるように進める方針 

②個線協 

 ３社が既に認定を取得し、一部については認定された体制での測定サービスの提供を開
始 

 今後見込まれる顧客増への対応には、十分余裕がある 
 眼の水晶体については、使用する線量計や測定評価方法等の検討を行っている状況であ
り、令和３月４月からの眼の水晶体の線量限度の変更に併せて測定サービスを開始でき

るよう準備を進める予定。 

③原子力機構 

 すべての拠点について、既に JAB の認定を取得した測定サービス会社に委託する方針 
 移行作業については、令和５年３月までに完了見込み 
④電力会社（日本原電、東京電力及び中部電力）及び日本原燃 

 今後協力会社が認定を取得するか、既に JAB の認定を取得している測定サービス会社に
委託するかのいずれかで対応する方針 

 準備期間については、３年必要 
⑤その他 

 ３月間の線量限度の管理を行っていることから管理上、四半期の始期を施行日とするこ
とを希望 

以上 

参考１ 
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